





































































































































#1 事例１ 自閉スペクトラム症年中幼児 他児との物の取り合いによるトラブル場面
#1 事例２ 注意欠如多動症年長幼児 片付けをしない対象児への指導場面
#3 事例３ 肢体不自由年中幼児 運動会の練習で見学している対象児への介入場面
#3 事例４ 被虐待年長幼児（施設入所児） 他児への攻撃的な態度を起こした場面
#3 事例５ 被虐待年長幼児（⾥親委託児） お遊戯を拒否して癇癪を起こした場面






































































































意な差（ t = 3.82, df = 19、p ＜ .01；t = 2.90, df = 19、
p ＜ .01）が、「子どもの気持ち理解」において有意傾向






いて有意な差（ t = 2.85, df = 17、p ＜ .05；t = 2.12, df 
























子どもの他の人への関わり方が理解出来た .971 -.077 -.098
子どもと他の人との関係性が理解出来た .750 -.062 .041
子どもと他の人との関係性の見方が変わった .650 -.110 .008
子どもと周囲への支援のあり方が理解出来た .518 .212 .212
子どもの他の人の捉え方が理解出来た .353 .041 .302
第二因子：子どもへの支援理解（α =.820）
子どもへの支援のあり方が理解出来た -.050 .867 .022
子どもへの関わり方が理解出来た .181 .772 -.023
子どもの特徴が理解出来た -.295 .662 .075
子どもの観察の視点が変わった -.040 .600 -.014
子どもの捉え方が変わった .208 .548 -.125
第三因子：子どもの気持ち理解（α =.721）
子どもの立場に立って考えることが出来た -.017 -.085 1.052
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図5.#2-4における⼦ども理解の差
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ため、その場面については、それぞれのグループで考え
た理解や介入の方法しか考えられなかったが、#2では、
それぞれのグループから意見を出すことにより、他の視
点を持ち視野を広げることに繋がり、それが結果とし
て、子ども本人だけでなくその周囲との関わりの理解に
ついてより深い理解を得ることに繋がったのではないか
と思われる。
　また本研究では、#1-2と #3-4は、連続して行われ、
どちらもディスカッションを行った後にローププレイを
行ったため、単純な回数の効果があることも考えられ
たが、分析の結果を見ると、差が認められたのは、「子
どもの他者との関係性」だけであり、またロールプレイ
においては、理解が低くなっているため、単純な回数の
効果によって理解が促されることが考えにくい。むしろ
前述したように、ディスカッションにおいては、より多
くの多様な事例を検討すること、ロールプレイにおいて
は、一つの一つの事例を丁寧に検討し、様々な意見を出
しあって視野を広げることが、より深い学びに繋がるこ
とが示唆された。
５．まとめと今後の課題
　本研究の結果、考察より、ロールプレイングを行うこ
とにより、子どもについてディスカッションを行う以上
に、学生の子ども理解をより促されることが示された。
しかし考察で述べたように、子どもの人間関係理解につ
いては、一つの事例を取り上げてロールプレイングをす
ることが重要である可能性が示されており、ロールプレ
イングを実施する上での方法について検討が必要である
ことが示された。ロールプレイングでの体験に関して
は、自分が演じる体験だけでなく、演じる他者を見る体
験や演じたことに関してのシェアリングや意見交換も含
まれる。子どもの人間関係までの理解を学生に得られる
ようにするためには、ただロールプレイをするだけでな
く、その展開やその中での体験についてより詳細な検討
が必要であると考えられた。
　また本研究では、調査対象として、まだ実際に子ども
と関わった経験の少ない３年生を対象としていた。その
ため、子どもや保育者について想像することが難しかっ
たことも考えられる。ロールプレイングの効果や影響を
検討する上では、今後は、実習を終えた学生や現職の保
育者を対象として、同様の研究を行う必要があると考え
られた。
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